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　ヴィクトリア朝と明治時代を旅した英国婦人
～Isabella　BirdとUnbeaten　Tracks　in　Japan
芦　川　和　也
1．はじめに．
　マシュー・ペリー（Matthew　Calbraith
Perry，　1794・1858）の浦賀来航をきっかけに結
ばれた1854年の日米和親条約によって，200年余り
続いた江戸幕府の鎖国体制が終わり，日本は開国した。
さらに18』58年の日米修好通商条約によって，神奈川
（横浜）　・長崎・新潟・函館・兵庫（神戸）の五港が開
港される．そして，江戸幕府が倒れ明治政府が成立する
と，文化の西洋化の波が文明開化という名の下に急速に
広まった．世界から隔離されていた日本は一気に欧米社
会に追いつこうとしたのである．このような明治時代の
初期にいわゆるお雇い外国人と呼ばれる西洋人たちが重
要な役割を果たした．
　イザベラ・バード，（Isabella　Lucy　Bird，
1831－1904）という老女性旅行家が， 日本を訪れた
1878年はそのような時代であった．tat　そして，ヨー
ロッパにおいては世界旅行家が輩出しており，トマス・
クック（ThomasCook，　1808・92）がすでに近
代的旅行業を成立させていた時代である．
　イザベラ・バードは少女の頃に患った病の後遺症に対
する転地療養を兼ねて世界各地を旅行した．主に単身で
現地をめぐっているところからもメアリー・キングズり
　za1日本を訪れた「お雇い外国人」たちの日記や旅行記がたくさん著された時代でもある．そして，
その日記や紀行文の発話者／語り手（narrator）と受話者／聞き手（narratee）は西洋人である．ここ
で注意しておかなければならないのは，旅行記などを民俗学的な資料として読むのではなく，作家の
一作品として読む場合，そのディスコースに西洋人のもつオリエンタリズムの介在を無視することは
できないということである．
　　　　　　　　　　　－65一
一 （Mary　Henrietta　Kingsley，　1862・
1900）らとともに女性旅行家のはしりと思われる．
2・ゼ『’日本奥地紀行』
　18．77年，バードの精神は再び不安定状態となり，医
師たちからも転地療養をすすめられた．神経痛や問歌熱，
あるいは若い時分に手術した脊椎の痛みなどといわれて
いるが，・いずれにせよ，それちの病気の痛みによる精神
的な欝状態が大きな要因であっ・たと考えられる．当時こ
のような転地療養がバードにとってだけのものではない
ことは，言語学者チェンバレン（Basil　Hall
Chamberlain，　1・850・1935）が日本に来たき1っ
かけが転地療養であったことからも分かる．また，バー
ドがまず旅行先に考えたのは，南アメリカのアンデスで
あった．それをチャ”ルズ・ダーウィン（Charles
Robert　Darwin，　1809t・82）に相談したとこ・ろ，
あまり賛成してもらえなかったこともあって，その行く
先は極東の，まだあまり西洋人には知られていない国，
日本に変わったのである．1878年5月21日に彼女は’
横浜に到着した．この頃のイザベラ・バードは，既刊の
「サンドイッチ諸島での半年」　（Six　Mo皿ths　i『n
亡he　S－andwゴch’ls’ands，　1875）などによって，
イギリス国杓において女性旅行家の地位を確立しb・　1”つあ
り、，経済的な資金も・得．られるようになって恥た．イ、ザベ
ラ47歳の時である．
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　彼女は，そういった社会的地位のおかげもあって，駐
日英国公使ハリー・パークス（Sir　Harry　S皿ith
Parkes，　1828－85）への紹介状を書いてもらうこ
とができた．このパークス夫妻がバードの日本旅行に重
要な役割を担っている．本来，外国人が当時の日本を旅
する場合には，その旅程や道筋を記した旅券が必要なの
であるが，パークスの発行した旅券は東京以北の全日本
と蝦夷地（北海道）を自由に旅行してよいという，ほと
んどオールマイティのものであった．さらに，東京の英
国大使館では，ヘボン（James　Curtis　Hepburn，
1815・1911）やアーネスト・サトウ（Slr
Ernest　Mason　Satow，　1843－1929）　という
日本に非常に造詣の深い人たちから助言を受けた．また
前出のチェンバレンとは，人力車で浅草をまわったりも
している．これらの人々のバックアップが，西洋人には
未踏の地といってもよい東北地方や北海道の旅に対して，
知識的にも精神的にも大きな助けになったであろうこと
は想像に難くない．そして1878年6月10日に東京の
公使館を出発してから，　9月17日に船で横浜に到着す
るまでの旅の記録が『日本奥地紀行』　（Unbeaten
Tracks　in　∫apan，　1880）の中心である．
　r日本奥地紀行』を今回は大きく三部構成としてとら
えてみたい．第一部は横浜から日光まで，第二部は日光
から青森から函館まで，そして第三部は北海道の平取を
中心としたアイヌ人との生活である。　「本当の日本」を
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見るためにバードが選んだルートの全行程は約3か月で
あり，この期間の長短についてはいろいろな評価を下す
ことができるが，パードというイギリス人女性の日本観
とその変化は読みとることはできる．
　船で日本に到着したバードを迎えたのは，開港の影響
で日本の中では西洋文明の影響をもっとも受けていた横
浜の町であった，重々しい洋館注1　，舗装された道路や
街灯があり，ホテルは「最新設備（mod．　CQns．）」
が調っており，「甲高い声で（in　a　nasal　twang）」
話す外国人旅行客であふれていた．これは，すでに日本
を含めた極東地域が世界の旅行家たちの中で認知されて
いたことを示している．和洋混合状態の横浜で，バード
は急速に西洋化していく日本よりも「本当の日本（the
rea1　Japan）」を見たいと願っている．来日した頃
にはすでに都市部に見られた，蒸気機関車の音やガス灯，
西洋風の店などに彼女が魅了されることはなかった．彼
女にとって東洋の西洋化はその文化自体を活気づけたり，
豊かにすることはあるものの，あまり興味を喚起させら
れるものではなかった．
　また，日本人の姿について，バードは西洋人の目から
酷評している．
The　Japanesc　look　most　diminutive
in　European　dress．　　Each　garment　is
a　mlsfit，　and　exaggerates　the
miserabie　physique　and　Ihe　national
defects　of　concave　chests　and　bow
t「2バードが滞在したのはヨコハマコンチネンタルホテル．現存しているものとは異なる．
　　　　　　　　　　－68一
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来日当初のバードの日本に対する印象はあまり芳しくな
かったようで．ある．本の中には‘gr。。vine、ss’とい
う言葉がしばしば用いられており，目新しくなかったり，
あるいは興味を引かれないようなものが多かったことが
うかがえる．また彼女の日本に対する姿勢の変化は「日
本奥地紀行」における彼女自身の挿し絵によっても見て
取れる．第一信の富士山は鋭角的で上部が不自然に尖塔
のようになっている．おそらく来日する途中の船からの
富士山であろうが，かなり不正確である．これは最後の
方に描かれている富士山の写実的、で美し炉成層火山の姿
を比べてみると興味深い．
　さて，日本奥地紀行を始める準備にかかるバードであ
t
るが，装備品以外で重要となったのが同行者である，さ
まざまな候補者がバードの前に現れたもののどのものも
一長一短であった．結局選ばれたのはヘボンのもとで働
いていた，伊藤という少年である，バードの英語が分か
ったという以外は，伊藤に好感を持っていないようであ
　　　　　　　　　　　一69一
るけれども，それでも給料を先・払いまでして雇ったのは
やはりどこかしらウマがあったのであろう．ちなみに，
西洋人に対してはフルネーム’を記載しているバードが，
「日本奥地紀行」でこのあと重要な役回りを得る伊藤を，
ただ「伊藤」とだけ記している．これはコロニアル的な
抑圧ととらえることもできる．が，単に「伊藤」の方が
名乗らなかったのかもしれないし，これは想橡の域を出
ないが，基本的には順調にこなすことのできた’ ?ﾌ旅を
鑑みて彼は明治政府のスパイであったという説まである．
　第一部では日光の金谷ホテルへの絶賛が目に付くが，
日本人の親子の関係や女性についての記述が興味深い．
hCU
m
．
QSekateP0e
曾
9n「PSff0reP
h
し
）w
x
a
n
S
．
且
　
　
R
r
t
E
e
h
T
v
g
T
e
．
1
E
n
l
L
　
e
（
ー
d
n
r
o
o
　
f
h
「
－
S
s
d
　
o
W
a
P
o
　
g
h
　
　
C
t
　
　
U
C
t
，
S
　
且
t
　
a
　
r
0m「
，
　
　
　
．
ー
S
e
O
m
e
　
　
　
　
e
f
n
　
　
　
h
　
　
・
二
r
　
e
　
　
　
t
e
s
b
P
・
且
　
t
　
　
　
　
i
　
　
Q
P
l
a
t
　
　
t
U
e
　
，
！
　
　
　
r
　
－
e
　
　
n
r
　
t
V
　
　
e
O
O
　
U
a
　
「
c
－
h
b
d）
　
　
l
y
m
I
e
，　
n
　
e
e
V
S
　
h
皿
e
e
c
h
h
X
　
　
　
t
t
n
r
・
d
n
s
h
R
P
a
a
c
E
a
h
e
　
e
T
J
c
P
，
t
T
　
　
O
m
　
　
　
　
E
e
r
r
e
d
　
　
　
　
　
L
h
o
u
h
n
　
　
　
　
　
（
T
f
E
t
a
dna，
n
y
隙
a
　
　
　
V
一
S
　
　
　
o
X
S
n
a
e
e
m
　
　
h
e
R
P
m
　
　
t
r
E
　
O
s
　
　
　T
e
S
u
e
o
t
　
　
L
t
「
a
8
n
h
ー
X
，
e
w
。
d
T
r
　
t
n
　
　
　
E
　
d
　
a
s
y
t
e
a
m
e
a
i
t
，
r
一
W
e
c
e
O
e
　
正
　
　
t
g
d
・
　
d
s
e
　
．
ー
e
h 曾
　
　
n
・
　
0
層
h
y
c
k
m
c
－
s
r「a
　
S
i
m
e
S
t
r
9
t
e
　
　
　
　
i
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
「e
O
O
　
　
　
n
h
h
h
n
i
l
f
o
T
s
W
i
W
b
O
C
　
　
　
a
　
W
　
Oe
　
・
f
f
o
　
O
　
　
d
　
O
r
　
　
r
t
　
b
　
　
　
　
　
　
）
h
e
a
n
g
e
・
鷺
9
口
跳
y
O
a
a
n
　
u
　
s
h
v
e
e
n
k
h
　
　
O
h
c
t
　
　
t
t
a
バードは決してただ，客観的に人間や事物を表現しては
いない．風景描写についても彼女の美意識を通してのも
のであるし，引用のような人物描写は，西洋人としての
　　　　　　　　　　　一70一
主観に基づき，それとの比較が基本的に行われているの
である．また興味の対象が人々の衛生状態に．あるのは宣
教師の娘として，子どもや娘に
いうファクタ』が大きい．
当　た　る　の　は女．性　と　し　て　と
第二部の部分では，いわゆる「本当の日本」，外国に
知られていない日本の農村の様子が表されている．実際
　　　　1　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　‘　　　　「
東北地方の現状は，都市部の日本J人とはか．．なり隔たりが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　）’　　．　’
あった．
　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　　　　　　　L　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
I　wrlte　こhe　truth　as　I　see　lt，　．and　if
my　accounts　conf且ict　with　those　of
tourists　who　wriIe　of　lhe　Tokaido
and　Nakasendo，　of　Lake　Biwa　and
Hakone，　it　does　nQt　fQllow　lhat
either　is　inaccurate．　　B血t　truly
this　is　a　new　Japan　lo　me，　of　which
no　books　have　gi》e．n　me　any　idea，
and　it　is　not　fairyland．　　（LETTER
XI）
．　．　．　【T】he　且ack　of　privacy　was
fearful，　and　l　have　．not　yet
suf・fici．ent．trust　in　my　felSow。
creatures　to　be　comfort・able　w．ithouこ
loc．ks，　walls，　or　doors1、Eye　were
constantly．　apPlied　t・o　Ihe　slides　of
the　　roo．・m　．　．　。　　．
My　fears．　，　．　had　Teai亘y　no
justificalion，　　1　have　since
travelled　1200　mi亘es　in　the
interlor，　and　in　Yezo，　with　perfecこ
safety　and　f・reedom　from　alarm，　and
I　believe　that　there　is　no　country
in　the　world　in　which、a　lady　can
travel　with　such　absolute　security
from　 danger　and　rudeness　as　in
Japan．　　（LETel；ER　V［）
第三部では，H本人にもあまり知られていないアイヌの
一71一
人々とその生活が配されている．アイヌ人描写における
バードと伊藤の立場の違いが探れて興味深い．バードは
アイヌ人たちの外見を，　「アジア的・というよりもむし．ろ
ヨーロッパ的である」と多少の身びいきを混ぜながら表
している．
　1　隻hink　l　never　saw　a　face　more
　complete量y　beautifu且　in　fea・！ures　and
　express孟on，　with　a　lofty，　sad，　far－
　off，　gen口e，　intellectual　look，
　rather　that　of　Sir　Noel　Paton’s
　“Christ”　than　of　a　savage．　　His
　manner　waS　moSt　gracefUt，　．　．
　（LETTER　XXXV）
けれども「アイヌはイヌと人・間のアイノコである」と考
える日本人の伊藤は，　「礼儀作法は日本人が彼らに教え
たものであ．る」などと馬鹿にしている．
　“Treat　Ainos　politely！t’　he【lto】
　says；．“Ihey’re　jusl　dogs，　not　men；”
　and　since　he　has　reg．aled　me　with　a！監
　こhe　scandal　concerning　them　which
　he　has　been　ab且e　to　rake　together　in
　the　vil塾age．　　（LETTER　XXXV。
　Continued）
日本国内にお、いては，周縁的な人物に追いやられている
アイヌ民族も，第三者層 I立場である西洋人のバードの目
を通すことによって，むしろ客観的にとらえることがで
きる．けれども，日本人的な主観からは逃れることはで
きても，そこには別の西洋的な主観が介在することは確
かである．例えば，バードはキリスト教的立場から，ア
　　　　　　　　　　　ー72一
イヌ人を「子ども」と考えている箇所がそのことを示し
て　い る　．
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そして第三部の終わりとともに，バードの奥地紀行は終
わるのであるが，旅行中忠実に仕えてくれた伊藤に対す
る記述の変化が，バードの日本に対する印象の変化を顕
著に表しているといえよう．
．　．　．　【W】hen　Ito　woke　me　yes‘terday
morning，　sayin8，　脇Are　you　sorry
that　it’s　the　lasこ　mornlng？　 I　am，”
I　felt　me　had　one　subject　in
common，　for　I　was　very　sorry　to　cn
mv　Dleasant　Yezo　tour，　and　very
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invaluable　e
（LETTER　XLI）
I　have　parted　wi監h　Ilo　fina監且y　Io－
day，　with　great　regret・　…　　　　I
miss　him　already，　lhough　he
insisted　on　packing　for　me　as
usual，　and　put　a且l　my　things　in
order．　　His　cleyerness　is　something
surprising．　He　goes　a　good，　manly
　　　　　　　who　he且p　him　to　be　good　and
　　　　　　　a　virtuous　examp且e，　and
　　　　　　　a　satisfaction．　　（LETTER
master，
set him
that is
XLI1）
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3．イギリスのバー、ドと日本のバード．
　バードの生きた19世紀のイギリスは，徐々に女性に
対する権利が認めつつあるものの，依然として女性が仕
事について収入を得るというのは困難な時代であったと
いえる1．　実際，　婦入参’政権に’ついていえば，　バー　ドの亡
くなった1904年の時点ではまだ認められておらず，更
に十数余年を要する．
　rエディンバラ旧市街に関する覚書」　（ルotes　on
O1”d’Edinbロrgh，　1869）の中で，バードが当層時
の女性に対する’処遇に関心，あるいは不満を持っていた
ことが分かる．また，1892年，’英国地理学会の評議会
で初めて ﾊ人の女性が特別会員として選出され・バー
ドもその中の一人で．あった．この女性選出に対ずる非難
の声は非常、に大，きく，カーゾン（George　N．、
Curz。n，　1859・1925）らによる反対演説が支持さ
れ，以後しばらく女性会員を選出することが否決されて
しまった．バード個人としては，墓碑銘にその肩書きを
記しているように非常に喜んでいたようであるが，その
一方，女性に対するそのような処遇を』「卑劣なほどに女
性を不当『に扱っている」と抗議している．
層では，彼女の訪れた日本在住の欧米人たちにはどのよ
うに映ったのであろうか．クララ・ホイットニー一一
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（Clara　A．　Nt　Whitney）注3　のrクララの明治
日記』　（C’ara’s　Diary，　1979）にバードに関す
る記述がある．クララはバードのことを「奇妙な婦人」
と呼び，以下のように記している．
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バードが来日する数年前から日本で生活している若いク
ララにとって，滞在がわずか8か月のバードが日本につ
いての旅行記を書くことに若い反抗心が煽られたのかも
　k3勝海舟（勝安房，1823・99）の三男梅太郎は，明治十九年，四つ上のクララ・ホイットニーと
結ばれ，六人の子をもうけた．明治入年，十四歳で日本の土を踏んだクララの書き込んだ日記が「ク
ララの明治日記」である．勝海舟以外にも，明治天皇（1852・1912），福沢諭吉（1834・1901），森
有礼（1847・89），伊藤博文（1841・1909），三条実美（1837・91），新島裏（1843・90），大山巌
（1842－1916），パークス，ヘボン，グラント将軍（Ulysses．Simpton　Grant，1822・85），フェノロサ
（Ernest　Francisco　Fenollosa　1853・1908），チェンバレン，アーネスト・サトウなどが一少女の日常
生活の場面に登場している．
　注4伽苫Diaりy．　205．
　n5　Cltuu　’s　Diar）T．205．
　　　　　　　　　　　　　　　－75一
しれない．この日記が書かれたのは10月であるから，
バードは3か月に及ぶ日本奥地旅行を終えたあとの日記
である．それでもクララ個人にとってイザベラ・バード
という女性はあまり好ましい人物とは映らなかったよう
である．
　けれども，在日の大人の男性たちには，バードという
女性は違うように映った．日本の奥地紀行が成功した最
大の理解者であり協力者パークス夫妻をはじめとする豊
かな人間関係にバードが恵まれていたことは彼女のr日
本奥地旅行記」だけではなく，パークス夫妻やアーネス
ト・サトウらに関する記述からも窺うことができる．バ
ードが日本を離れた数年後に出版された「日本奥地紀
行』のイギリス国内における盛況ぶりへのパークスらの
評価からも分かるのである．エドワード・リードが『日
本奥地紀行1とほぼ同時にr日本一一その歴史，伝統，
宗教」　（ノapan，1亡s　Hfstory，　Trad’tjon
and Religion）を出版しているが，パークスは「あ
なたの見聞は広く受け入れられていますが，サー・エド
ワードの見聞はどこにも受け入れられていません！」と
評価している．また，チェンバレンは「日本事物誌」
（Japanese　ThingSl　1890）の中で，サトウは
パークスへの手紙（1881年1月）の中でそれぞれ彼女
の旅行記に対する賛辞を送っている．
　むろん，この旅行記に対して批判的な立場をとったも
のもいた．動物学者ブラキストン（Thomas
　　　　　　　　　　　－76一
Wright　Blakiston，　1832－91）は「蝦夷地の
日本』　（∫apan　’n　yezO）の中で『日本奥地紀行j
の記述について，客観的に見れば概ね正しいが，厳しい
筆致で批判している．だが，資料として読む場合の記述
の些末な認識の誤りが，彼女の旅行記の価値自体を損な
うほどのものではないであろう．
4．結び．
　イザベラ・バードは女性に対する処遇にまだまだ制限
のあった，イギリス国内の社会状況を積極的に変えよう
とする運動の旗手になることはなかった．伝記に以下の
ように・あるように，初老になって彼女がロッキー山脈や
日本から始める数々の本格的な旅は，バード自身の自由
をイギリス国外に追求するものであったと思われる．
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　ヴィクトリア朝においてバードは，一介の旅行好きの
女性としてではなく，旅行家というプロフェッショナル
と認められ，収入を得るとともに，社会的な地位も築い
　tt6チェックランド．216．
　　　　　　　　　　　－77一
た．バードの海外への渡航は，当時のイギリス社会から
の逃避とも考えられる．イギリス国内におけるバードの
不安定な精神状態から考えれば，外国というある意味異
世界に身をおくことによって，国内では獲得することの
できない男性の権利を獲得しようとしたのかもしれない．
　確かにバードは，頑固で自己中心的な面もあるが，彼
女にとっては旅行によって以外当時の風潮を打ち破る方
法がなかったのかもしれない．異国で得た経験や旅行記
をバードは数多くイギリス国内で講演している．それら
の旅行記や講演は人々から，非常に好評を博し，熱心に
耳を傾けてもらえた．バードは数少ないヴィクトリァ朝
における有名な女性の一人となることができた．バード
はそうすることによって自己のアイデンティティを確立
していたように思えるのである．
一78一
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